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I 調査の概要 

１ 調査の趣旨 
 

この調査は，行政活動の評価に関する条例（平成 13 年宮城県条例第 70 号）第 7 条の規定により実

施するもので，「宮城県震災復興計画」の体系に基づく 7 分野 23 の取組について，県民がどの程度重

視しているか，満足しているか，また特にどのようなことを優先的に取り組むべきと考えているかな

どを調査しています。その結果は公表するとともに，県の政策評価・施策評価や施策・事業等の企画

立案などに活用します。 

 

２ 調査の実施状況 
 

①調査対象 

宮城県に居住する 18 歳以上の男女 4,000 人（選挙人名簿等から無作為抽出） 

 

②調査方法 

郵送方式 

 

③調査期間 

平成 28 年 11 月 26 日（土）から平成 28 年 12 月 16 日（金）まで 

 

④調査項目 

○「宮城県の復旧・復興の進捗状況」に関する項目 

○「宮城県震災復興計画」の体系に基づく 7 分野 23 の取組に関する認知度，関心度，重視度及び満足

度，各分野において今後優先すべきと思う施策に関する項目等 

○テーマ別項目（「宮城の治安と防犯」，「障害を理由とする差別等」） 

○回答者属性及び調査方法等に関する項目 

 

⑤回収結果 

回収率 49.73% （ うち有効回収率 ： 49.28%   ） 

回収数 1,989 通 （ うち有効回収数 ： 1,971 通 ／ 4,000 通 ） 
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３ 調査結果の見方

○比率は百分率で表し，小数点以下第 2 位を四捨五入して算出しています。

このため，百分率の計が 100%にならないことがあります。

○本調査は無作為抽出調査であるため，調査結果を見る際には，母集団から標本（調査対象）を抽出

することによって生じる「標本誤差（母集団全体を調査した場合に得られる真の値との差）」を考慮

する必要があります。

今回の調査結果の標本誤差は，約±2%と見ることができます。

（例：今回の調査結果において，設問中の選択肢の「重要」の回答比率が 60%であった場合，その

回答比率の誤差の範囲は約±2%以内（真の値が 58%～62%以内にある）と見ることができます。） 

〇この調査で用いている用語は，次のとおりです。

・高実感群とは，復旧・復興の進捗状況の実感に関する設問で，「進んでいると感じる」，「やや進ん

でいると感じる」と回答した割合を合わせたものです。

・低実感群とは，復旧・復興の進捗状況の実感に関する設問で，「やや遅れていると感じる」，「遅れ

ていると感じる」と回答した割合を合わせたものです。

・高認知群とは，認知度に関する設問で，「知っている」，「ある程度知っている」と回答した割合を

合わせたものです。

・低認知群とは，認知度に関する設問で，「あまり知らない」，「知らない」と回答した割合を合わせ

たものです。

・高関心群とは，関心度に関する設問で，「関心がある」，「ある程度関心がある」と回答した割合を

合わせたものです。

・低関心群とは，関心度に関する設問で，「あまり関心がない」，「関心がない」と回答した割合を合

わせたものです。

・高重視群とは，重視度に関する設問で，「重要」，「やや重要」と回答した割合を合わせたものです。

・低重視群とは，重視度に関する設問で，「あまり重要ではない」，「重要ではない」と回答した割合

を合わせたものです。

・満足群とは，満足度に関する設問で，「満足」，「やや満足」と回答した割合を合わせたものです。 

・不満群とは，満足度に関する設問で，「やや不満」，「不満」と回答した割合を合わせたものです。 

・沿岸部とは，仙台市（青葉区，宮城野区，若林区，太白区，泉区），石巻市，塩竈市，気仙沼市，

名取市，多賀城市，岩沼市，東松島市，亘理町，山元町，松島町，七ヶ浜町，利府町，女川町，

南三陸町の 15 市町です。 

・内陸部とは，白石市，角田市，登米市，栗原市，大崎市，富谷市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町，

村田町，柴田町，川崎町，丸森町，大和町，大郷町，大衡村，色麻町，加美町，涌谷町，美里町

の 20 市町村です。 

・仙南圏域とは，白石市，角田市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町，村田町，柴田町，川崎町，丸森

町の 9 市町です。 

・仙台圏域とは，仙台市（青葉区，宮城野区，若林区，太白区，泉区），塩竈市，名取市，多賀城市，

岩沼市，富谷市，亘理町，山元町，松島町，七ヶ浜町，利府町，大和町，大郷町，大衡村の 14 市

町村です。

・大崎圏域とは，大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町の 5 市町です。 

・栗原圏域とは，栗原市の 1 市です。 

・登米圏域とは，登米市の 1 市です。 

・石巻圏域とは，石巻市，東松島市，女川町の 3 市町です。 

・気仙沼・本吉圏域とは，気仙沼市，南三陸町の 2 市町です。 




